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【背景・目的】 

北部北太平洋は全球的にみても、生物ポンプによる深海への物質輸送の多い海域とされ

ている。しかし、一次生産の始点である植物プランクトンを中心とするマイクロプランク

トン群集の水平分布に関する知見は、その重要性に比べて乏しいのが現状である。本研究

は夏季の北部北太平洋の北緯 47度線に沿った東西観測を行った航海にて、鉛直的な植物プ

ランクトン蛍光値 (Chl. a極大層) において採水された試料中に出現したマイクロプランク

トン群集を解析し、その東西変化を水理環境の観点から明らかにすることを目的として行

った。 

【材料・方法】 

2021年 7月 15日–8月 13日にかけて行われた、JAMSTECみらいの MR21-04C航海にお

いて、北部北太平洋に位置する北緯 47 度線にそった東西観測線の 28 定点において、CTD

に取り付けた蛍光光度計において最大蛍光値を示した層 (Chl. a極大層) から、ニスキンボ

トルを用いて 1 Lの海水を採水した。海水試料はグルタールアルデヒド (終濃度 1%) にて

固定した。採水と同時に CTDを用い各観測点の水温、塩分、蛍光値を測定した。また各定

点の各層採水試料に基づいて栄養塩も測定された。陸上実験室ではグルタールアルデヒド

固定試料を沈殿濃縮法により 50倍から 100倍程度に濃縮した後、倒立顕微鏡下にて種同定

および計数を行った。計数は、1試料につき 300細胞程度、珪藻類に関しては種または属レ

ベルで行い、渦鞭毛藻類に関しては属レベルで行い、繊毛虫類に関しては少毛類と有鐘類

に分けて行った。 

【結果】 

マイクロプランクトンの総細胞密度は定点により異なり、0.27–1.17×10
5
 cells L

-1の範囲

にあった。St. 8、11、16、20、88 においては渦鞭毛藻類、その他の定点では珪藻類が優占

していた。繊毛虫類は St. 34、84、88において高い割合を示した。種組成をみると、渦鞭毛

藻類が多かった St. 8–20、88では Prorocentrum spp.が優占していた。St. 34において繊毛虫

の一種である Leucocryptos marina が特異的に多く出現していた。珪藻類は多くの定点にて

優占していたが、その種組成は水平的に異なっていた。Thalassiosira spp.は St. 8–32、

Pseudo-nitzschia spp.は St. 44–81において比較的高い割合を示していた。一方Chaetoceros spp.

は、主に St. 30以東で出現し、西部では見られなかった。 

【今後の予定】 

群集を区分するためにクラスター解析をマイクロプランクトンの細胞密度に関して行い、

各群集と水理環境の関係を評価するために冗長性分析を行う予定である。またマイクロプ

ランクトン群集と水理環境との関係を解析し、マイクロプランクトンおよび当該海域の水

理環境に関する文献を精査し、結果解釈および考察に努めていく予定である。   江頭広祐 


